
既存

出水市

○早期水稲
　「なつほのか」は，令和元年度にお
いて作付けが１５０ヘクタールしかな
く，長崎県と比べるとかなり遅れてい
る。

　「なつほのか」については，国と連携し，平成２
６年度に育成した品種で，本県では，平成３０年度
に早期水稲用の奨励品種として選定し，普及を図
り，県下で４８６ha（令和元年産）が作付されてお
ります。
　また，収量・品質向上を図るため，現地実証ほの
設置や栽培研修会の開催などに取り組んでいるほ
か，「なつほのかフェア」等を通じた消費拡大に努
めているところです。
　今後とも，これらの取組を通じて，「なつほの
か」の普及・消費拡大に取り組んでまいります。

生産性の高い水田農業
確立推進事業

農産園芸課

出水市

○サツマイモ基腐病対策
　対策法はまだ確立されていないよう
だが，焼酎やでん粉，お菓子などの加
工もあるので，安心してさつまいもが
生産できるようにしてほしい。

　サツマイモ基腐病対策については，今年度被害の
大きかった，南薩，大隅，熊毛地域にプロジェクト
チームを設置し，同チームが主体となって，個別カ
ウンセリングを実施するとともに，ほ場残渣の処理
等の課題に関する実証ほの設置を進めております。
　北薩地域においても，同様に実証ほを設置し，こ
れまでに明らかになった対策等について，啓発資料
を作成・配布するとともに，研修会等を通じて広く
農家に指導を行っております。
　さらに，基腐病の発生メカニズムの解明に向け
て，国の研究機関と共同研究に取り組んでいるとこ
ろであり，得られた成果をマニュアル化し，速やか
に現場に情報提供しております。
　また，新たな農薬の早期登録に向けて国に要請し
ているところです。

かんしょ重要病害虫被
害対策事業（基金事
業）等

公募型試験研究事業

環境と調和した栽培技
術確立事業

農産園芸課

経営技術課

〃

○バレイショの品種改良
　バレイショは，現在，長崎や北海道
の品種の種子が使用されている。
　県内でも有望な品種が出てきている
ようなので，研究体制をさらに充実
し，併せて，相談窓口を設置するなど
して栽培技術の確立を進めてほしい。

　バレイショの育種については，県農業開発総合セ
ンターが，シストセンチュウの抵抗性を有し，品質
の良い「しまあかり」，「しまクイーン」を育成し
たところであり，令和６年からの一般栽培に向け
て，種いもの増殖を進めております。
　今後とも優良品種の育成に努めてまいります。
　なお，バレイショの栽培技術等については，北薩
地域振興局まで，御相談ください。

県単独試験事業 経営技術課

〃

○サツマイモ基腐病支援
　基腐病に対する支援として，生産農
家に支給している補助金では足りな
い。もう少し手厚い補償をお願いした
い。
　また，基腐病は特効薬がなく排除す
るには，２～３年は休耕や転作の必要
があると言われている。農家の生産意
欲が減退し，焼酎用原料の甘藷の作付
け面積が減少することのないよう，対
策を検討してほしい。

　サツマイモ基腐病への支援については，国の直接
採択事業や基金事業を活用し，令和２年産の被害の
程度や３年産に向けた取組に応じて１０アール当た
り最大５万円の支援を行うとともに，３年産の作付
けに直接必要なウイルスフリー苗や無病種いも，防
除薬剤の購入を支援しています。
　さらに，発生メカニズムの解明に向けて，国の研
究機関と共同研究に取り組んでいるところであり，
得られた成果をマニュアル化し，速やかに現場に情
報提供しております。
　また，新たな農薬の早期登録に向けて国に要請し
ているところです。

かんしょ重要病害虫被
害対策事業（基金事
業）等

公募型試験研究事業

環境と調和した栽培技
術確立事業

農産園芸課

経営技術課

〃

○低温貯蔵庫の設置（サツマイモ基腐
病対策）
　地域の経済効果を高めるためには，
種子の保存と安定供給が不可欠であ
る。この地域の病害虫は，ほとんどが
種苗からの感染であり，種苗の地産地
消が大事だと思っている。
　サツマイモ基腐病対策として，大型
ソーラーパネルとハイバッテリーを利
用した低温貯蔵庫を設置してほしい。

農産園芸課

経営技術課

〃

長島町

〃

○農畜産物の防疫対策
　農畜産物の防疫は，それぞれ対応し
ているが，鳥インフルエンザについて
は，特に出水で非常に心配している。
  また，甘藷の基腐病については，国
と連携して，早急な対策をお願いした
い。
　一番の懸念は，果実のミカンコミバ
エで，暖冬により甑島で飛来が確認さ
れている。管内で発生すると大打撃と
なるため，更なる対応をお願いした
い。

　サツマイモ基腐病対策については，上記のとおり
です。
　ミカンコミバエ対策については，長島町を含む北
薩西側にも調査地点を設け，侵入警戒調査を実施し
ているところであり，誘殺が確認された場合は，マ
ニュアルに基づいた初動対応を関係機関等と連携し
て実施しております。また，昨年，幼虫が確認され
た地点では，気温が上昇していく春季に初動対応の
強化を図り，まん延防止に万全を期すこととしてお
ります。
　鳥インフルエンザについては，さつま町の養鶏場
で，令和３年１月に確認され，関係機関・団体と協
力して初動の対応，封じ込めに取り組んだところで
す。今後とも，飼養衛生管理基準の遵守など更に高
い防疫意識を持って，発生防止対策に取り組んでま
いります。

かんしょ重要病害虫被
害対策事業（基金事
業）等

公募型試験研究事業

特殊病害虫対策事業

環境と調和した栽培技
術確立事業

○ジャガイモの種子研究成果の活用
　長島町は，長岡技術科学大学と包括
的連携協定を締結してジャガイモの種
子研究に取り組んでいる。
　完成間近の段階であり，この技術を
病害虫の予防と経済的な効果に結び付
けていく必要がある。

　ばれいしょの健全な種芋を確保するためには，病
害に汚染されていないほ場に，健全な種芋を植え付
け，栽培中にウイルス等罹病株・異株の抜き取りを
行うなど徹底した管理が必要であり，鹿児島県ばれ
いしょ原種ほ等設置要領にこれらを規定し指導を
行っております。
　上記のことを踏まえ，増殖機関は，種芋供給に際
して，病害虫の発生リスクや品質管理等の全責任を
負うことになります。
　このため，県内の農業団体は，種芋の安定供給の
ために，県内での種芋供給ではなく，危険分散を考
慮し，北海道と青森県，長崎県を種場として種芋の
安定的な確保・供給に取り組んでいます。
　なお，いも類の生産において無病の種イモを確保
することは，生産安定上，効果的であることから，
定温貯蔵庫の設置を含めて今後，町と連携を図り，
必要な施策等について検討してまいります。
　また，さつまいものウイルスフリー苗について
は，民間会社や地域の農業高校から供給されている
ので，御活用ください。

○農業用種苗センター設立
　北海道のじゃがいもの種芋は，悪天
候の影響で育成が悪く，注文しても手
に入りづらく，さつまいもは基腐病が
蔓延している状態にある。このような
自然災害に立ち向かうには，クローン
苗などの専門技術者の最新技術が必要
である。鹿児島の農業，次世代のため
にも，長島町に農業用種苗センターの
設立をお願いしたい。

知事とのふれあい対話（北薩地域）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等【農水産振興】

市町名
区
分

主な発言内容 主な発言内容に対する県の方針等

具体的な施策

今
後
検
討

担当課室

（ 防疫・品目，②ＰＲ，③担い手確保，④畜産，⑤農地，⑥農政，⑦水産，⑧鳥獣，⑨漁港管理）

新規

事業名・制度名
令
和
３

令和
４以
降

事業名・制度名

農産園芸課

経営技術課

畜産課

〃

〃
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知事とのふれあい対話（北薩地域）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等【農水産振興】

市町名
区
分

主な発言内容 主な発言内容に対する県の方針等

具体的な施策

今
後
検
討

担当課室

（ 防疫・品目，②ＰＲ，③担い手確保，④畜産，⑤農地，⑥農政，⑦水産，⑧鳥獣，⑨漁港管理）

新規

事業名・制度名
令
和
３

令和
４以
降

事業名・制度名

阿久根市

○水産振興（PR）
　毎年，大阪・東京の水産物の展示会
に出店している。県に「阿久根市単体
ではなく鹿児島県として出品したほう
が，影響力も強い」と伝えているが，
なかなか始まらない。

　県では，水産物の国内流通拡大や認知度向上の取
組として，県漁連等の団体が実施するフェア出展な
ど県産魚ＰＲ活動を支援しています。
　また，都市圏におけるシーフードショーなど展示
会等への出展も可能ですので，個別に御相談くださ
い。

かごしまのさかな消費
拡大事業

水産振興課

出水市

○認証制度
　県の有機認証制度であるＫ－ＧＡＰ
の認証を受けているが，こうした認証
をもっと前面に出して輸出や販売など
に活かせると良いと思う。

　ＧＡＰなど国際認証が有利販売につながるよう，
その認証を取得している生産者と海外実需者等との
マッチング活動などを積極的に展開しております。
　また，国においては，国際認証の取得に向けた研
修会を開催しているほか，支援制度もあることか
ら，輸出に意欲的な生産者に対し，こうした情報を
提供するとともに，県においても輸出に取り組む生
産者を育成するため，令和３年度から認証取得等の
支援に新たに取り組むこととしております。このよ
うな支援制度等を活用し，海外でも通用するＧ-ＧＡ
Ｐなど国際認証の取得に発展的に取り組んでいただ
きたいと思います。

かごしまの農林水産物
輸出促進ビジョン推進
事業

〇

かごしまの農林水産物
輸出促進ビジョン推進
事業（うち，グローバ
ルファーマー育成支
援）

かごしまの
食輸出戦略
室

長島町

○水産物の輸出促進
　ブリ輸出の５割以上を鹿児島県が占
めている。国も水産物の輸出に力を入
れているので，県の後押しもお願いし
たい。

　ブリの輸出促進については，漁協等が行う新たな
海外市場の開拓などの販売促進活動等を支援してい
るところであり，さらに他地域に販路を拡大できる
よう，漁協等と連携して新たな市場開拓に取り組ん
でまいります。

かごしまのさかな海外
市場拡大事業

かごしまのさかな稼ぐ
輸出応援事業
(R2.3補）

水産振興課

経営技術課

〇
かごんま漁師育成推進
事業

水産振興課

〃

○農業の労働者不足
　農業の後継者や担い手は，国の事業
もあり，少しずつではあるが，増えて
きている。それでも，労働力が足りな
い。臨時の労働者として雇っているシ
ルバー人材の方々も平均年齢が８０歳
近くであり，雇用に苦労している農家
が非常に多い。今コロナ禍で都会では
失業者が増えていると聞くので，そう
いった方々や県内出身者が帰ってくる
ようなうまい仕掛けを考えてほしい。

　農業分野の労働力確保については，関係機関等と
連携して「県農業労働力支援センター」を設置し，
ホームページによる情報発信や，求職情報を有する
機関からの情報収集，外国人材などの確保に関する
相談に応じているほか，リーフレット等を作成・配
布し，農業法人等と求職者のマッチングの支援を強
化しています。
　また，若い世代の本県への移住・定着を促進する
ため，本県農業の魅力の発信や，就農・就業相談
会，農業インターンシップの実施等に取り組んでい
ます。
　引き続き，本県農業を支える人材の確保に取り組
んでまいります。
　また，新型コロナウイルス感染症の拡大により，
地方回帰の機運が更に高まっておりますので，鹿児
島がその受け皿に選ばれるように，住みやすい地域
づくり，より多くの人材に選んでもらえる地域づく
りを目指して，取組を進めてまいります。

農業人材確保対策事業

就農・就業を目指す人
材確保事業

新規就農者強化支援事
業

経営技術課

  県産の農畜産物や水産物の販売促進を図るため，
かごしまブランド産品を中心に，大消費地の高級果
物専門店や量販店等でのフェアの開催や宣伝販売，
ウェブサイトを活用した情報発信など，県内外での
認知度向上や販路拡大に継続的に取り組んでおりま
す。
　また，ブランド魚及びかごしま旬の魚等を中心
に，量販店等のフェアやＰＲ活動など，県内外にお
ける販路開拓等の支援を行っております。
　輸出については，輸出先国の規制や現地消費者の
ニーズを把握しながら，鹿児島フェアの開催や県内
輸出商社の海外営業活動への支援等を通じて，鹿児
島を代表する農林水産物を海外の小売店やバイヤー
等に積極的に売り込みを行い，県産農林水産物の販
路拡大，有利販売につながる海外の実需者等の確保
に努めながら，県農林水産物輸出促進ビジョンに基
づく令和７年度の輸出目標額３００億円の達成を目
指して，中･長期的な視点に立って販売力の強化に取
り組んでまいります。
　今後とも，関係機関・団体等と一体となって，県
産農畜産物や水産物の販売促進対策に取り組んでま
いります。

②

○一次産品の販売力強化
　鹿児島の農産物・水産物の全国への
販売力を強化していく必要がある。地
方では，一次産業の活性化が不可欠。
これから５年後，１０年後を見据えた
固定客の獲得など，生産者の所得向上
のために，全国に向けて営業力，マー
ケティングの更なる強化をお願いした
い。

〃

③

阿久根市

 新規就農者の確保・育成対策については，平成２４
年度から，国の新規就農総合支援事業農業（現在の
次世代人材投資事業）等を活用し，次代を担う農業
者となることを志向する方に対し，就農前の研修段
階及び就農直後の経営確立に資する資金の交付など
の支援を行っているところです。
　当該事業の募集は，県ホームページや地域振興
局・支庁，市町村を通じ，就農志向者等への周知を
図っているところです。
　また，水産業の新規就業者の確保・支援について
は，関係団体等と連携し，就業相談窓口を設置する
とともに，就業フェア等での募集を行っておりま
す。加えて，水産業のイメージアップのためのＰＲ
に取組むとともに，市町村等と連携して，地域で新
規就業者を支援する体制整備等を行っております。
　今後とも，関係機関・団体と一体となって，地域
の農業や水産業の中心となり得る人材の確保・育成
に努めてまいります。
　なお，御意見の事業の実施主体は，市町村等と推
察されますが，御意見の趣旨については，県の地域
振興局・支庁とも共有し，必要に応じて県としても
助言等を検討してまいります。

○担い手確保
　まちづくり総合戦略会議に参加して
いるが，農業・漁業の担い手確保に係
る事業の応募要件が厳しく，それが新
しい担い手が増えない要因と考えてい
る。県が音頭をとり，若者の獲得とい
う観点で，募集方法等を抜本的に見直
してほしい。

かごしまの「食」販路
拡大推進事業

かごしまの農林水産物
輸出促進ビジョン推進
事業

かごしまのさかな消費
拡大事業

かごしまの
食ブランド
推進室

かごしまの
食輸出戦略
室

水産振興課
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知事とのふれあい対話（北薩地域）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等【農水産振興】

市町名
区
分

主な発言内容 主な発言内容に対する県の方針等

具体的な施策

今
後
検
討

担当課室

（ 防疫・品目，②ＰＲ，③担い手確保，④畜産，⑤農地，⑥農政，⑦水産，⑧鳥獣，⑨漁港管理）

新規

事業名・制度名
令
和
３

令和
４以
降

事業名・制度名

阿久根市

○漁業経営
　阿久根地区の水産業は，組合員の高
齢化，従業員不足と様々な問題が山積
している。漁業経営の安定を図るた
め，更なる協力をお願いしたい。

　県内の漁業就業者は減少・高齢化の傾向にあるた
め，これまで就業相談や「かごしま漁業学校」での
各種研修による技術習得等の支援を行っているとこ
ろです。また，若者が漁業に対して魅力を感じ就業
してもらえるよう，更なるイメージアップや，地域
の中核的漁業者である漁業士や市町村等が一体と
なって，若手漁業者を見守る体制整備等に取り組む
ため，令和３年度から新たな事業を実施することと
しております。

新規漁業就業者定着推
進事業
（～R2）

〇
かごんま漁師育成推進
事業

水産振興課

長島町

○人材確保対策
　本町の農業は家族経営が多いので，
外国人材を引き続き活用する必要があ
るが，今後，都市部との賃金格差か
ら，外国人材の確保ができなくなるの
ではないかと懸念している。

　農業分野における外国人材の確保については，関
係機関等と連携して農業技能実習事業協議会鹿児島
県支部を設置し，ＪＡ鹿児島いずみ等で行われてい
る農作業請負方式技能実習の実施を支援しておりま
す。また，県内では，特定技能の在留資格を持つ外
国人材の就労の動きも見られています。
　引き続き，ベトナムなど送り出し国との関係強化
を図るとともに,物価水準が低いなどの鹿児島で働く
メリットのＰＲ等を通じて，外国人材の安定的な受
入れを図ってまいります。

農業分野外国人技能実
習制度適正推進事業

農業人材確保対策事業

新たな送り出し国との
関係構築事業

外国人材確保支援事業

ベトナム人材受入・交
流促進事業

外国人総合相談窓口運
営事業

経営技術課

外国人人材
受入活躍支
援課

長島町

○肉用牛農家のヘルパー制度への支援
　肉用牛農家が休みを取れるよう，阿
久根市・出水市及び長島町の肉用牛農
家で肉用牛ヘルパー組合を設立した。
設立後数年は運営経費の負担が大きい
ので，市・町に活動助成金をお願いし
ている。当制度によって，後継者等が
畜産経営に魅力を持てると思われ，担
い手育成の観点から県にも資金面，運
営面で継続的に支援してほしい。

　肉用牛ヘルパー制度は，ゆとりある肉用牛経営の
ために重要な役割を果たしていることから，農家の
労働負担軽減を図るため，農畜産業振興機構事業の
「肉用牛経営安定対策補完事業」において，活動に
係る経費助成が措置されておりますので，北薩地域
振興局や市町・農協に御相談ください。

肉用牛経営安定対策補
完事業

畜産課

④

〃

　第１２回全国和牛能力共進会鹿児島大会に向けて
は，霧島市や関係機関・団体等と一体となり，会場
設営等の準備や大会のＰＲに努めるとともに，連覇
に向けて，全力で取り組んでおります。
　国内における消費拡大については，学校給食への
県産和牛肉の提供や「魅力発信」畜産物販路拡大対
策事業において，県民向けの「元気もりもり畜産
フェア」や，大都市圏における消費拡大のための
フェアや展示会等への参加，地産地消推進店等と連
携した消費拡大キャンペーンの展開，ＷＥＢを活用
した販売促進に努めています。
　輸出拡大に向けては，「攻め」の畜産物輸出促進
対策事業において，香港や台湾などを中心に取り組
んでおります。引き続き，既存の輸出相手国での販
路拡大に努めるとともに，米国向けの低関税枠が拡
大したことや中国への輸出解禁が期待されることか
ら，いち早くこれらの国へ売り込むなど新たな輸出
国等の開拓に努めることとしています。
　県としましては，これらの取組により，県産和牛
肉の国内での消費拡大と，輸出拡大を図り，肉用牛
農家の経営安定につなげてまいります。

○黒毛和牛の知名度向上による販売拡
大
　鹿児島は全国和牛能力共進会で総合
優勝するなど，高級な牛肉生産の実績
があるにも関わらず、まだ知名度が低
い。もっと鹿児島の黒毛和牛ファンを
増やし，評判を広げて販売を拡大して
ほしい。
　２０２２年の鹿児島で開催される全
国和牛能力共進会で，農家は優勝を目
指して頑張る。将来にわたり，鹿児島
の牛肉を食べてもらえるような息の長
い施策をお願いしたい。

〃

○農畜産物の販売対策
　長島町内では，県のブランド品目の
赤土ばれいしょ，大将季，黒牛・黒豚
等が生産されている。県として，どの
ように輸出や販売を進めていくのか。
特に県内でも一番の産地である甘夏や
大将季等の検討をお願いしたい。
　また，新型コロナの大きな影響を受
けている牛肉ついては，国の政策等も
あり調整保管を行っているが，今後更
に厳しくなった場合は，県独自の対策
も検討してほしい。

③

  農畜産物のブランド化については，安心・安全，
良質で計画的・安定的に供給できる産地づくりを推
進するとともに，有利販売につなげる取組を関係機
関・団体等と一体となって展開しております。
  特に，コロナの影響を受けた牛肉の消費拡大につ
いては，学校給食への県産和牛肉の提供や,魅力発信
畜産物販路拡大対策事業において県民向けの「元気
もりもり畜産フェア」の開催や大都市圏における消
費拡大のためのフェア，展示会等への参加，地産地
消推進店等と連携した消費拡大キャンペーンの展
開，ＷＥＢを活用した販売促進に努めております。
　また，輸出促進については，輸出先国の規制や現
地消費者のニーズを把握しながら，輸出向けの産地
の確保・育成，鹿児島フェアの開催，県内輸出商社
の海外営業活動への支援等を通じて，鹿児島を代表
する農林水産物を海外の小売店やバイヤー等に積極
的に売り込みを行い，販路拡大に取り組んでおりま
す。特に，コロナ禍で家庭内需要が堅調なことか
ら，今後は，飲食店だけでなく，小売店等の販路開
拓に注力してまいります。
　畜産物の輸出拡大に向けては，「攻め」の畜産物
輸出促進対策事業において，香港や台湾などを中心
に取り組んでおり，引き続き，既存の輸出相手国で
の販路拡大に努めてまいります。また，米国向けの
低関税枠が拡大したことや中国への輸出解禁が期待
されることから，いち早くこれらの国に売り込むな
ど新たな輸出国等の開拓に努めてまいります。

かごしまの「食」販路
拡大推進事業

かごしまの農林水産物
輸出促進ビジョン推進
事業

学校における和牛肉等
消費緊急対策事業

「魅力発信」畜産物販
路拡大対策事業

「攻め」の畜産物輸出
促進対策事業

学校における和牛肉等
消費緊急対策事業

「魅力発信」畜産物販
路拡大対策事業

「攻め」の畜産物輸出
促進対策事業

第12回全国和牛能力共
進会推進事業

全国和牛能力共進会出
品対策事業

〃

かごしまの
食ブランド
推進室

かごしまの
食輸出戦略
室

畜産課
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既存

知事とのふれあい対話（北薩地域）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等【農水産振興】

市町名
区
分

主な発言内容 主な発言内容に対する県の方針等

具体的な施策

今
後
検
討

担当課室

（ 防疫・品目，②ＰＲ，③担い手確保，④畜産，⑤農地，⑥農政，⑦水産，⑧鳥獣，⑨漁港管理）

新規

事業名・制度名
令
和
３

令和
４以
降

事業名・制度名

出水市

○農地集積率等に応じたほ場整備事業
の負担割合のあり方
　農地中間管理機構を通じた農地の集
積が進んでいるが，ほ場整備事業につ
いては、集積率に応じた受益者負担を
検討してほしい。

　農地中間管理機構への貸付け農地の割合が１００%
の場合は，受益者負担がゼロの同機構関連農地整備
事業が活用可能となっているほか，農業競争力強化
農地整備事業などでは，中心経営体への農地集積率
に応じた促進費が受益者の負担軽減等のために交付
されますので，御活用ください。

農地中間管理機構関連
農地整備事業

農業競争力強化農地整
備事業　ほか

農地整備課

〃

○農地の遊休地対策
　遊休地対策事業が打ち切りになった
が，耕作可能な農地を残すための支援
があれば，若者も新規就農を目指して
いける。

　国では、小規模な荒廃農地の再生が可能であった
荒廃農地等利活用促進交付金をより効率的な対策を
実施する観点から廃止し,荒廃農地を含む簡易な土地
基盤整備が可能な農地耕作条件改善事業の活用を推
進しているところです。
　また，地域ぐるみの話し合いを通じた農地の簡易
な整備などが実施できる農山漁村振興交付金の最適
土地利用対策が令和３年度から予算化される見込み
です。
　県では，引き続き、これらの事業を活用して荒廃
農地の解消を支援するとともに，県開発促進協議会
を通じて，小規模な荒廃農地の再生利用に取り組め
る活用しやすい支援策を国に要望しているところで
す。

日本型直接支払制度

農地集積推進事業

農地耕作条件改善事業
等

〇
農地集積推進事業(最適
土地利用推進事業）

農村振興課

農地整備課

長島町

○農地バンク制度の展望
　人口減少が進む中，耕作者確保の観
点から，長期的な視点に立った展望が
求められる。

　農業生産力の維持向上を図るためには，農地の効
率的な利用を推進する必要があることから，引き続
き,農地中間管理事業に取り組み，担い手への農地集
積を推進するとともに，まとまった農地で営農でき
るよう，地域の話し合いによる農地の集約化を推進
してまいります。

農地中間管理事業 農村振興課

出水市

○普及指導員の増加
　農家の所得向上を図っていくため，
農家に専門的な技術の指導ができる職
員の増員をお願いしたい。

  普及指導員については，担い手農家数や地域の品
目等の状況などを十分踏まえながら，適正配置に努
めております。
  また，普及指導員の育成に向けては，体系的に専
門技術等について研修を実施し，資質向上に努めて
いるところです。
　今後とも，適時・適切な営農指導業務等に努め，
本県農業の振興を図ってまいります。

人事管理事務 経営技術課

〃

○補助金の申請手続き
　農業施設の補助金については，実施
主体が３戸以上であることや提出書類
等が複雑なため，高齢者が見送った事
例があった。

　農業施設の整備に関する事業は，税金を投入して
補助する以上，補助金の効果が広域に及ぶ（単純な
個人財産の形成支援を回避）ことで，公益性を担保
するため，「受益農家が３戸以上」との共同利用要
件を課しております。
　一方で，市町村が作成する人・農地プランに位置
付けられた農家等であれば，１者（１法人）でも取
り組むことができる事業等も用意されております。
　整備の内容によっては，補助対象外となる場合も
あることから，具体的には，市町村や県の農政担当
窓口に御相談ください。
　また，当該窓口では，補助事業の手続きや計画書
の作成等の支援も行っております。

活動火山周辺地域防災
営農対策事業

中心経営体等施設整備
事業　等

農政課

長島町

○中小規模農家等への支援
　本県の農業生産額は，約４,９００
億円で全国第２位だが，耕種農家には
家族経営や中小規模の農家群が非常に
多く，持続的に農業を続けるための支
援が必要。今年度の経営改善継続事業
補助金に，本町からも多くの農家が申
請しており，来年度も同様の支援措置
が必要。

　県では，中小規模の農家を含めた地域農業の維
持・発展を図っていくため，農作業受託組織の育成
や，農業技術の指導，経営相談などの支援を行って
おります。
　経営継続補助金についても，かごしま農業経営相
談所やＪＡ等関係機関と連携して，経営計画書の作
成や事業実施を支援しているところであり，今後と
も，関係機関・団体と一体となって農業者の経営継
続に向けた取組を支援してまいります。

担い手確保・育成推進
事業

経営技術課

〃

○漁協の新加工場の整備
　漁協の加工場は老朽化が進み，作業
効率も悪い。また，これからはフィレ
やロインといった加工品の出荷が主と
なる。さらに，高齢化による人手不足
も懸念される。ノルウェーのサーモン
の加工場のように自動化された加工場
が必要。

　ブリなど県産水産物の付加価値の向上や消費者需
要に対応した施設整備の取組については，県として
も必要であると考えており，今後とも、各種事業を
活用し,水産加工場の整備などを支援してまいりま
す。

浜の活力再生施設整備
事業

水産振興課

〃
○水産予算の増加
　本県は水産県と言われるが，九州各
県と比較して水産予算が少ない。

　国内市場が縮小する中，水産物の輸出拡大を図る
ため，県では，水産加工業者等が行う，輸出条件や
輸出先のニーズを満たすための施設整備を支援する
など，水産業の振興に努めているところです。
　今後とも，県開発促進協議会を通じて国に対し，
本県水産業の振興に必要な事業費の確保を，要望し
てまいります。

〇 水産振興課

⑦

⑥

⑤
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既存

知事とのふれあい対話（北薩地域）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等【農水産振興】

市町名
区
分

主な発言内容 主な発言内容に対する県の方針等

具体的な施策

今
後
検
討

担当課室

（ 防疫・品目，②ＰＲ，③担い手確保，④畜産，⑤農地，⑥農政，⑦水産，⑧鳥獣，⑨漁港管理）

新規

事業名・制度名
令
和
３

令和
４以
降

事業名・制度名

⑦ 長島町

○知事による農林水産祭天皇杯（受
賞）の授与
　漁協の組合員が第５９回農林水産祭
天皇杯で日本農林漁業振興会会長賞を
受賞したが，新型コロナの影響で授賞
式に出席できないので，ぜひ知事から
授与してほしい。

　農林水産祭天皇杯等三賞は，全国で行われる農林
水産祭（農業祭）の表彰行事に参加して農林水産大
臣賞を受賞した出品財のうち，その性質・内容が抜
群で，広く社会の賞賛に値すると認められた業績に
ついて，農林水産祭中央審査委員会が審査を行い，
天皇杯，内閣総理大臣賞及び日本農林漁業振興会会
長賞を７部門において決定しているものです。
　今回の受賞は，本県では５年ぶりの水産部門での
受賞であり，その取組は本県の水産振興に大きく寄
与するものであると認識しております。
　なお，御相談いただいた件については，現在対応
を検討しているところです。

水産振興課

出水市

○ジビエ振興(販路拡大)
　ジビエはコロナ禍でひどいときは前
年度同月と比べ９６%の売り上げ減と
いう状況だった。県内の処理施設の販
路拡大の取組は，九州各県の中で遅れ
ている。県ではジビエ振興をどう考え
ているのか。

  県では，ジビエ（獣肉）の販路拡大を図るため，
全国の商談会への出展の支援や県ホームページにお
ける販売店・料理店の紹介などを実施しておりま
す。
　また，ジビエに対する安心の確保を図るため，国
が制定した国産ジビエの認証制度を推進するなど，
引き続き，日本ジビエ振興協会等と連携しながら，
本県産ジビエの知名度の向上や販路拡大に取り組ん
でまいります。

鳥獣被害対策実践事業
（国の事業名：鳥獣被
害防止総合対策交付
金）

農村振興課

長島町

○鳥獣被害対策（ジビエ加工）
　イノシシ等の鳥獣対策は，駆除後の
処理がネックとなって進まない現状が
ある。県が方向性を示して、ジビエの
処理加工施設を整備できないものか。
農作物の生産拡大と併せ鳥獣対策で駆
除したジビエの商品化に取り組めばバ
ランスが良い。

　ジビエの利活用は，農作物の鳥獣被害の軽減はも
とより，収入機会の確保など地域の活性化につなが
るものと考えており，安全で良質なジビエ（獣肉）
を供給するには，捕獲した鳥獣を迅速に搬入できる
範囲で施設を整備する必要があります。
　整備にあたっては，国の交付金が活用できますの
で，引き続き，地元の鳥獣被害防止対策協議会を中
心に検討してください。

鳥獣被害対策実践事業
（国の事業名：鳥獣被
害防止総合対策交付
金）

〃

阿久根市

○水産振興（固定資産の活用）
　漁港やその周辺の県有地には，利用
していない土地や建物がある。民間に
払い下げ又は貸し付けなどによって，
有効活用が図られるのではないか。

　漁港施設用地については，適正な漁港の維持，保
全及び運営を図るため，漁港施設用地利用計画に基
づき管理しております。当該計画に沿った利用の場
合に,未利用地にも占用許可を行っています。当該計
画は地元のニーズ等に応じて適宜見直しを行ってお
り，未利用地の占用又は払い下げの要望があった場
合は，地元市町村・漁協等と協議して利用計画の見
直しを行うこととしております。

鹿児島県漁港管理条例 漁港漁場課

〃

○旧港の利活用に関する規制緩和
　旧港は建物の老朽化が進み，安全性
も確保されていない。また，ごみの放
置等もあり，環境衛生上も悪い。中心
市街に立地しており，利用の要望等は
民間からもあるが，使用者・用途の要
件が厳しく改修・活用ができない。観
光地づくりの核となる可能性があるの
で，規制緩和等をお願いしたい。

　漁港施設用地については，適正な漁港の維持，保
全及び運営を図るため，漁港施設用地利用計画に基
づき管理しております。当該計画に沿った利用の場
合に,未利用地にも占用許可を行っています。当該計
画は地元のニーズ等に応じて適宜見直しを行ってお
り，未利用地の占用又は払い下げの要望があった場
合は，地元市町村・漁協等と協議して利用計画の見
直しを行うこととしております。

鹿児島県漁港管理条例 〃

⑨

⑧
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既存

阿久根市

○観光振興
　豊かな自然と歴史はあるが，人を呼
び込むのに何かが足りない。何かアド
バイスはないか。

　阿久根大島や，脇本海水浴場，阿久根の体験プロ
グラムなどの魅力的な観光資源については，これま
でも旅行会社やメディアに対してＰＲするほか，県
ホームページ等で情報発信を行っているところで
す。
　多くのお客様に来ていただくためには，旅行の計
画や，快適な観光の手助けとなる「観光地を繋ぐ
ルートづくり」が重要となるので，観光ルートの情
報についても同市と共有してまいります。

国内誘客プロモーショ
ン事業

観光課

〃
○寺島記念館の整備
　寺島記念館の完成に向けた支援をお
願いしたい。

　寺島宗則旧家周辺（記念館）の整備については，
阿久根市が記念館の整備を，県が駐車場や案内板等
の周辺整備を行い,支援することとしており，現在，
駐車場の整備を進めております。

魅力ある観光地づくり
事業

〃

〇
サイクルツーリズム推
進事業

観光課

肥薩おれんじ鉄道利用
促進対策事業

交通政策課

出水市

○観光ＰＲ
　県外や海外の方はＳＮＳで情報を得
て鹿児島に来ている。観光のアピール
には,もっとＳＮＳの活用が有効であ
る。

　県外へのＰＲについては，マーケティング調査に
より，県内観光スポットの認知度や興味度，満足度
などのデータを収集しながら，その結果を踏まえ，
ＳＮＳやインフルエンサーを活用した情報発信を
行っております。
  海外へのＰＲについては、香港や台湾などの主要
な国・地域において，現地の海外ビジネスパート
ナーを活用した各言語でのＳＮＳによる情報発信を
行っております。
　引き続き，データを客観的に分析，検討し，ＳＮ
Ｓなど様々な媒体を活用して，戦略的な観光ＰＲに
努めてまいります。

国内誘客プロモーショ
ン事業

海外誘客ステップアッ
プ事業

観光課

長島町

○道路標識の整備
　ツーリングで多くのライダーが長島
町を訪れるが，県道の標識が少なく道
が分かりにくいとの声を聞く。フラ
ワーロードにふさわしい花柄模様の標
識を整備してほしい。

　県では，道路利用者や観光客を目的地へ安全・確
実に誘導するため，主要道路等において，道路標識
や観光案内標識の整備を進めているところです。
　今後も，現況を確認し，どのような場所に標識が
必要なのか十分見極めながら，体系的な整備に努め
てまいります。
　また，道路標識等については，道路利用者が認識
しやすいよう，規格，色彩等が統一されており，御
意見のあった「花柄模様の標識」については，整備
が難しいと考えておりますが，ピクトグラム（絵文
字）の活用など，分かりやすい標識の整備に取り組
んでまいります。

特定交通安全施設等整
備事業

県単交通安全施設整備
事業

魅力ある観光地づくり
事業

道路維持課

観光課

〃

○自転車の駅及び電動自転車の整備
　石積みの町，花の町として県内外に
浸透している長島の美しい景観を，サ
イクリングで楽しめるようにするた
め，島内に複数箇所の自転車の駅を，
また,自転車で移動するには起伏が激
しいことから，電動自転車を町と協力
して整備してほしい。

　県においては，九州・山口各県で連携して「九
州・山口サイクルツーリズム広域推奨ルート」を設
定することとしており，長島町の黒之瀬戸大橋から
蔵之元港にかけての海岸線については,本ルートの一
部となる予定です。同ルートにおけるサイクルス
ポットの整備など，サイクリストの受入環境整備に
ついては，地元市町の意向等も踏まえ，今後，検討
を進めてまいります。
　また，電動自転車を含むレンタサイクルの整備に
ついては，まずは地元において，活用・維持管理方
法についてしっかりと検討していただきたいと思い
ます。

魅力ある観光地づくり
事業

〇
サイクルツーリズム推
進事業

観光課

知事とのふれあい対話（北薩地域）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等【観光・商工】

市町名
区
分

主な発言内容 主な発言内容に対する県の方針等

具体的な施策

今
後
検
討

担当課室

（①観光，②商工，③ＰＲ）

新規

事業名・制度名
令
和
３

令和
４以
降

事業名・制度名

○ご当地映画上映の推進
　鹿児島で撮影された映画がたくさん
あるが，映画館は限られているので，
映画館ではない場所で，ご当地映画の
上映を県主導で実施してはどうか。大
スクリーンで観ると「やはりいい所」
と改めて実感する機会になる。

　映画などのメディアコンテンツは観光プロモー
ションに有効であり，県においては，これまでも
フィルムコミッション活動支援事業により，ロケ地
巡礼など，タイアップして活用してきたところで
す。
　引き続き，地元市町村とも協力して映画を活用し
た観光情報の発信に取り組んでまいります。
　なお，県内各地で撮影された映画は数多くあり，
ご当地映画の上映の機会創出については，今後市町
村の意向等も踏まえ検討してまいります。

〃

①

〇
観光課

文化振興課

○観光振興
　日本の中でも風光明媚な西海岸を，
サイクルツーリズムやイベント等に活
用してほしい。それに併せて,通信を
含めた環境整備をお願いしたい。おれ
んじ鉄道の活用にもつながる。また,
人を宝として政策を実施してほしい。

〃

　県においては，九州・山口におけるお勧めのサイ
クルルートである「九州・山口サイクルツーリズム
広域推奨ルート」を設定することとしており，県内
市町村や肥薩おれんじ鉄道を含む交通事業者にも加
わっていただき，検討会を実施しているところで
す。
　なお，阿久根から長島にかけての海岸線について
は，本ルートの一部となる予定です。
　また，様々な観光プロモーションにおいて，県土
西海岸の風景を本県の貴重な観光資源として紹介し
てきているところであり，引き続き，観光振興に活
用してまいります。
　人を宝とする政策については，「稼げる」観光地
域づくりを推進するため，「観光地域づくり」に関
する人材の育成等に取り組んでまいります。
　また，肥薩おれんじ鉄道については，既存の肥薩
おれんじ鉄道利用促進対策事業の活用が考えられる
ほか，２月８日から，自転車をそのままの状態で持
ち込めるサイクルトレインの運行を開始しておりま
す。
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既存

知事とのふれあい対話（北薩地域）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等【観光・商工】

市町名
区
分

主な発言内容 主な発言内容に対する県の方針等

具体的な施策

今
後
検
討

担当課室

（①観光，②商工，③ＰＲ）

新規

事業名・制度名
令
和
３

令和
４以
降

事業名・制度名

阿久根市

○飲食店支援（ぐりぶー飲食券）
　県が発行しているグルメクーポンの
利用はあるが，ぐりぶー飲食券の利用
はほとんどない。このような事業は，
市町村が実施すれば,その地域での利
用につながるのではないか。

　ぐりぶー飲食券については，予定していた販売冊
数を大幅に下回り，逆にぐるめクーポンは予定枚数
を大幅に上回る利用がなされているところです。紙
の商品券と電子クーポンの違いや，各市町村が，そ
れぞれの実情に応じた商品券を主体的・機動的に販
売していることも踏まえながら，今後の経済対策を
講じていきたいと考えております。

県内消費活性化プレミ
アム付き商品券発行事
業・県内消費活性化グ
ルメクーポン発行事業

商店街活性
化推進室

〃

○事業承継
　建設業を含む地域の産業は，事業承
継が非常に厳しい状況となっている。
このまま続けて仕事があるのか，子を
養い従業員の家族まで守れるのかとい
う将来への不安が必ずある。地域の産
業を維持するため予算の確保をお願い
したい。

　事業承継については，長期的な視点でしっかりと
後継者を育成する，そういう意識（改革）をまず皆
様に持っていただく必要があると認識しておりま
す。
　事業承継のために資金が必要な場合は，県制度融
資の事業承継対策資金が利用できます。
　また，安心して事業承継できるよう事業承継税制
も整えられておりますので，各種支援等に関して
は，金融機関や商工団体，士業等専門家などに御相
談ください。
　なお，後継者が不在の場合は，第三者とのマッチ
ングの仕組みも設けられておりますので，県事業引
継ぎ支援センターを御利用ください。

（国・中小企業経営承
継円滑化法に基づく）
事業承継税制

事業承継等コンサル
ティング推進事業

（国）鹿児島県事業引
継ぎ支援センター

○

中小企業事業承継加速
化事業

県中小企業融資制度
（事業承継対策資金の
保証料補助の上乗せ
（R3.4.1～R6.3.31）

中小企業支
援課

出水市

○商店街活性化
　地方の商店街活性化について，どの
ような考えを持っているのか，地方商
店街に対する県の展望，期待する役割
を教えてほしい。

　商店街に期待する役割は，商店街を取り巻く地域
の実情によって，様々であると認識しております。
　なお，県では，地域の力を活用した商店街活性化
を目指す商店街に対し，アドバイザーの派遣等の支
援を行っているほか，取組事例をセミナー等で広く
紹介し，県内各地における地域力を生かした個性あ
る商店街づくりの取組を促進しております。

チャレンジする商店街
活性化支援事業

商店街振興組合指導事
業

商店街活性
化推進室

〃

○鹿児島の経済の行方
　コロナ禍において今後の鹿児島の経
済がどうなっていくのか，出水市がど
うなっていくのか気がかりである。一
人ひとりの取組について意見を示して
ほしい。

　地域の経済活性化に向けて努力をしていただく取
組は非常に貴重でありますので，引き続き，続けて
いただきたいと考えております。
　なお，県としては，新型コロナが県内経済に与え
る影響など現状把握に努め,今後の経済対策を講じて
まいります。

商工政策課

長島町

○零細企業等の知的財産取得に係る補
助制度
　零細企業にとって特許等の知的財産
の取得・活用に係る費用負担が大き
い。零細企業や個人に特化した知的財
産の取得・活用に係る法的補助制度は
あるのか。無ければ，１件当たり数十
万円の県独自の制度の検討をしてほし
い。

　中小企業における，知的財産の活用は、一つの武
器として重要であると認識しております。
　零細企業や個人の知的財産の取得・維持について
は，特許料等の減免制度（中小・小規模企業や個人
事業主等が納付する出願審査請求料，特許料等が軽
減される特許庁の制度）の利用が考えられます。
　なお，具体的には特許庁や独立行政法人ＩＮＰＩ
Ｔ鹿児島県知財総合支援窓口等にお問い合わせくだ
さい。

特許料等の減免制度 産業立地課

③ 出水市

○食品輸出
　アフターコロナを見据え，次のビジ
ネスモデルとして鹿児島の食材を使っ
た加工食品に取り組みたい。輸出や海
外研修などに係る県の支援について教
えてほしい。

　県では，これまで国際見本市・物産展等への参
加，貿易実務者による貿易相談や貿易実務研修，複
数の国・地域のバイヤーを招へいした商談会を開催
してきたところです。
　現在は，コロナ禍により，オンラインによる貿易
セミナーや商談など，主にｗｅｂを活用した事業を
実施しております。香港駐在員，上海事務所及びＡ
ＳＥＡＮディレクターを活用した海外への渡航を伴
わない現地フェア等の開催，国際見本市等への参加
なども行っております。
　これらの事業を御活用いただくとともに，この他
輸出に関しましては，かごしまＰＲ課まで御相談く
ださい。

貿易促進事業

海外ビジネス支援事業

上海マーケット開発促
進事業

ASEANマーケット販路拡
大事業

かごしまＰ
Ｒ課

〃 雇用労政課

労働基準法第４条

パートタイム有期雇用
労働法

労働契約法

労働者派遣法

最低賃金法

１　同一労働・同一賃金について
  賃金について，男性と差別的取扱いをしてはなら
ないことは，労働基準法第４条に規定されていま
す。
  また，同一労働同一賃金の導入は、同一企業・団
体におけるいわゆる正規雇用労働者（無期雇用フル
タイム労働者）と非正規雇用労働者（有期雇用労働
者、パートタイム労働者、派遣労働者）の間の不合
理な待遇差の解消を目指すものとして大企業は令和
２年４月から施行され，中小企業でも令和３年４月
から施行予定です。
　なお，不合理な賃金格差に関しては，鹿児島労働
局に御相談ください。
２　最低賃金の改定
  最低賃金は，地方最低賃金審議会(公益代表委員５
名，労働者代表委員５名，使用者代表委員５名)での
審議を経て，都道府県労働局長により決定されてい
ます。
  なお，都道府県最低賃金は，労働者の生計費及び
賃金並びに通常の事業の賃金支払能力を考慮して定
められることになっております。また，労働者の生
計費を考慮するに当たっては，労働者が健康で文化
的な最低限度の生活を営むことができるよう，生活
保護に係る施策との整合性に配慮するものとされて
おります。

○雇用・賃金
　同じ仕事でも女性と男性では給与の
格差があるので改善してほしい。ま
た，県の最低賃金が今後どう推移する
のか。

②
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既存

知事とのふれあい対話（北薩地域）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等【観光・商工】

市町名
区
分

主な発言内容 主な発言内容に対する県の方針等

具体的な施策

今
後
検
討

担当課室

（①観光，②商工，③ＰＲ）

新規

事業名・制度名
令
和
３

令和
４以
降

事業名・制度名

③ 出水市

○鹿児島のアピール
　今流行りのユーチューバーやＳＮＳ
などを活用し，国内のみならず世界に
発信する取組を皆で知恵を出し合い、
議論する必要がある。

　県では，フェイスブック・インスタグラムなどの
ＳＮＳやユーチューブを活用して，本県の情報発信
を行っているところです。また，多数のフォロワー
を有する県内外のインフルエンサー等を活用し，知
恵をいただきながら，鹿児島のＰＲも行っており，
また、海外向けに，鹿児島の人や観光地等を英語で
情報発信しているところです。引き続き，多くの方
に見てもらえるコンテンツを積極的に発信してまい
ります。

戦略的プロモーション
展開事業

〇
KAGOSHIMAイメージアッ
プ事業

かごしまＰ
Ｒ課
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既存

阿久根市

○地域活性化
　西回り自動車道が全線開通すれば，
阿久根市ではストロー現象が起こる。
また,３県架橋が完成すれば，阿久
根，出水，長島地域がスモール鳥栖と
して民間投資が期待できる。産業振興
に向けて，２県架橋の着工を実現して
いただきたい。

道路建設課

交通政策課

〃

○獅子島架橋の建設
　獅子島で農業する上で，輸送コス
ト・輸送時間などがネックになってい
る。出張や商談にも障壁となる。経済
活動を円滑化のため，獅子島架橋は必
要である。

離島振興課

阿久根市

○道路の景観整備
　以前は年２回道路植栽の伐採等が行
われていたが，今年は剪定だけだっ
た。ボランティアで道路緑地帯に四季
折々の花を植え育てているが限界があ
る。長島町では，権限移譲の予算で道
路の景観整備に取り組んでいると聞い
た。何か良い策はないか。

　県管理道路の植栽帯の維持管理については，限ら
れた予算の中で，現場の状況や優先度を考慮して実
施しているところであり，引き続き，適切な維持管
理に努めてまいります。
　また，長島町では，平成22年度から県管理道路の
全区間において，草刈りや植栽の剪定等に係る事務
の権限が移譲されており，阿久根市でも，阿久根駅
周辺の一部区間において権限が移譲されておりま
す。地域の実態に即した効率的・効果的な維持管理
を権限移譲は可能にすることから，今後とも，市町
村への権限移譲の取組を進めてまいりたいと考えて
おります。
　なお，県が管理する道路においては，草刈りや伐
採，花壇・植栽等の手入れ等の清掃・美化活動を行
うボランティアに対し，ふるさとの道サポート推進
事業により，活動に要する経費の一部を補助するな
どの支援を行っているところです。
　引き続き，ボランティアの支援により共生協働に
よる活力ある地域社会づくりを行ってまいります。

路傍樹育成保全事業

ふるさとの道サポート
推進事業

道路維持課

長島町

○高速道路の整備計画
　西回り自動車道の阿久根（西目）～
薩摩川内市間の整備計画はどうなって
いるのか，いつ頃完成する見込みなの
か。

　南九州西回り自動車道の阿久根～薩摩川内水引間
は，平成２７年度に｢阿久根川内道路｣として新規事
業化されております。このうち西目～湯田西方間に
ついては，現在，測量設計が進められており，湯田
西方～薩摩川内水引間については，今年度，着工さ
れたところです。
　完成の時期については，事業主体である国が，用
地取得の進捗や工程などを見極めた上で公表するこ
とになっておりますが，同区間については公表され
ていないところです。
　県としては，本自動車道が一日も早く全線開通す
るよう，国や沿線自治体など関係の皆様方と一体と
なって,その整備の推進に取り組んでいるところで
す。

直轄道路事業
(公共)

高速道対策
室

　島原・天草・長島を結ぶ架橋構想については，九
州新幹線，空港，港湾などと一体となって，東アジ
アをはじめとする国際的な交通基盤を形成するほ
か、大規模災害時における緊急避難路の機能を有す
るなど九州の一体的な浮揚を図る上でも次代の重要
なプロジェクトだと考えております。
　県としても、長崎，熊本両県や各地元期成会と連
携し，機運の醸成に努めるとともに，架橋構想を実
現する上で必要となる基礎資料を得るための基礎的
調査（風観測・地震観測）を行っているところで
す。
　本道路の実現には，国による具体化に向けた検討
が必要であることから，県開発促進協議会等を通じ
て，引き続き，国に対する要望活動を進めてまいり
ます。
　また，黒之瀬戸大橋を含む県管理道路の橋梁につ
いては，長寿命化修繕計画を策定し，定期的に点検
を行うとともに，計画的に補修などの対策を実施し
ているところであり，引き続き適切な維持管理に努
めてまいります。
　なお，西回り自動車道の開通によるストロー現象
を防ぐためには，その地域において，人を呼び込む
ための対策として，阿久根の景色を生かし、また、
農林水産物などの資源を活用した商品開発等の取組
を，さらに充実していく必要があると考えておりま
す。

①

②

　県としては，架橋建設は，獅子島に住む方々の防
災・医療・福祉や農業・漁業・観光等の産業振興な
どに寄与するものと考えております。
　一方，実現に当たっては，多額の事業費が必要で
あり，国や地方の厳しい財政状況などを考慮する
と，現実的に非常に難しい面もありますが，地元の
強い思いについては，引き続き,国に伝えてまいりま
す。
　また，県道昇格を含めた県道網の見直しについて
は，これまで，国道昇格や主要地方道の追加指定を
踏まえて行ってきており，獅子島の林道の県道昇格
についても，全県的な県道網の見直しの中で検討し
てまいります。
　なお，農産物等の輸送コストについては，現在，
国の交付金を活用した町による支援が行われている
ところです。

知事とのふれあい対話（北薩地域）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等【ハード整備】

市町名
区
分

主な発言内容 主な発言内容に対する県の方針等

具体的な施策

今
後
検
討

担当課室

（①橋梁，②道路，③その他）

島原・天草・長島架橋
建設促進事業

橋梁長寿命化修繕計画

離島振興課

道路維持課

交通政策課

道路建設課

道路維持課

新規

事業名・制度名
令
和
３

令和
４以
降

事業名・制度名

○獅子島架橋の建設
　長島町は，長島本島，諸浦，伊唐，
獅子島と４つの島があり，獅子島以外
の３島は橋で繋がっている。獅子島架
橋も長年お願いしている。獅子島の林
道を県道に格上げし，橋を架けてほし
い。

長島町

○３県架橋の実現及び黒之瀬戸大橋の
建設
　３県架橋の早期実現をお願いした
い。また、黒之瀬戸大橋は，建設から
５０年近くが経ち，塗り替えは行って
いるものの錆も見られ，足元がどう
なっているのか不安である。想定外の
災害で，橋が壊れると長島の生活が止
まってしまうので，今のうちに第二の
黒之瀬戸大橋の建設をお願いしたい。

長島町

〇
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既存

知事とのふれあい対話（北薩地域）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等【ハード整備】

市町名
区
分

主な発言内容 主な発言内容に対する県の方針等

具体的な施策

今
後
検
討

担当課室

（①橋梁，②道路，③その他）

新規

事業名・制度名
令
和
３

令和
４以
降

事業名・制度名

阿久根市

○Ｐａｒｋ－ＰＦＩ活用
　人口減少などにより，都市公園など
の維持管理と利用のバランスは悪化し
ていくと思われる。Ｐａｒｋ－ＰＦＩ
（公募設置管理制度）を活用して，カ
フェやキャンプ場など民間の資本投入
を促し，維持管理費の削減やサービス
向上，利用促進，観光地化，雇用の創
出など，できることは多々あると思う
が事例が少なく，市職員もスキームや
効果を理解していないと思う。県推奨
の取組として，勉強会などを支援して
ほしい。

　Ｐａｒｋ－ＰＦＩは，都市公園において収益施設
と公共部分を一体的に整備する民間事業者を公募に
より選定する制度で，公園管理者の財政負担軽減，
公園の質向上，公園利用者の利便性向上を図る新た
な整備・管理手法であり,令和２年７月現在，国・自
治体あわせて４７公園で活用されているところで
す。
　阿久根市においては，都市公園の活性化を図るた
め様々な検討を行っていると伺っております。県と
しても，国の交付金事業やＰａｒｋ－ＰＦＩ等を含
めた各種手続き等の情報提供を行うなど，地元自治
体と連携を図りながら，引き続き県内都市公園の活
性化に取り組んでまいりたいと考えております。
　なお，平成３０年度から九州地方整備局主催によ
る，九州の自治体を対象にした公民連携の推進に向
けた意見交換会が開催されており，今後積極的に参
加いただくよう県内市町村に案内する予定です。

都市公園事業
Park-PFI制度

都市計画課

出水市

○河川整備
　ゲリラ豪雨など最近の異常気象によ
り想定外の雨が発生している。出水市
も大きな川が３本あるので，氾濫防止
のため整備をお願いしたい。

　野田川については，現在改修中であり，引き続
き，浸水被害の防止に向けて，整備を推進してまい
ります。
　米之津川，高尾野川は概ね改修が完了しており，
今後は河川内に堆積した寄洲の除去など氾濫の未然
防止に努めてまいります。
　今後とも，安心・安全な県民生活の実現を目指
し，防災・減災対策の推進に努めてまいります。

総合流域防災事業 河川課

〃

○空き家対策
　空き家について，行政による解体費
の支援や強制的な解体が進めば，集落
の活性化につながる。空き家の解体や
リフォームに対する補助金や制度等は
ないのか。

　空き家対策については，空家等対策の推進に関す
る特別措置法により，市町村が地域の実情に応じて
必要な措置を講じるよう定められており，出水市に
おいても，空き家の解体や改修に助成が行われてお
ります。
　県においても，空き家の適正管理や活用を促進し
ており，空き家に関する市町村の相談窓口等を県
ホームページに掲載していますので，参考にしてく
ださい。

住宅政策室

長島町

○消波堤の整備
　獅子島地区幣串にある３基の消波堤
のうち１基が沈没し，養殖に支障を来
している。できるだけ早く対応してほ
しい。

　水没した消波堤については，引揚げ工事を発注し
たところであり,魚類養殖業の安定した経営の確保の
ため,引き続き早期の復旧に向けて取り組んでまいり
ます。

広域漁場整備事業 漁港漁場課

〃
○サッカー等スタジアムの建設
　サッカー等スタジアムの建設につい
て，県はどのように考えているのか。

　サッカー等スタジアムの整備については，鹿児島
市において検討協議会を設置し，整備の必要性や基
本的な考え方，整備候補地等の検討を行うなど，主
体的に取り組まれているところです。
　県としては，今後とも,同市の考えを伺いながら，
緊密に連携してまいりたいと考えております。

〇
スポーツ施
設対策室

③
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既存

阿久根市

○幼児教育・保育の振興
　幼児教育センターを設立するなど，
もっと質の高い幼児教育・保育を目指
す体制を整備してほしい。

　幼児期の教育は生涯にわたる人格形成の基礎を培
うものであることから，この時期に質の高い幼児教
育が提供されることは極めて重要であると認識して
おります。
　幼児教育・保育の質の向上に資する幼児教育セン
ターにつきましては，令和３年度に関係団体と意見
交換を実施する予定になっております。
　引き続き，質の高い幼児教育・保育の体制構築に
ついて関係団体等と連携しながら，検討してまいり
ます。

〇

子育て支援
課

義務教育課

かごしま子ども未来
プラン2020

子育て支援
課

地域ぐるみ学校安全体
制推進事業

保健体育課

〃

○子どもが安心して暮らせる環境づく
り
　子どもは国の宝であり，国の未来で
ある。いじめや犯罪等で，苦しんでい
る子どもにとって，小規模校の山村留
学制度や特認校制度は，心の避難場所
になっている。また，これらの小規模
校は災害時の地域の避難場所にもな
り，また,地域振興の役割も担ってい
る。小中学校の統廃合が進んで地域の
小規模校が少なくなることは，子ども
たちと地域を見放し，地域振興の妨げ
になる。子ども,お年寄り，女性が安
心して暮らせる環境づくりをお願いし
たい。

　山村留学制度は，過疎化が進んでいる地域の学校
が，留学生を受け入れ，学校教育の振興・充実や地
域の活性化を図ることを目的として，各市町村にお
いて取り組まれているところです。
　県教委では，各市町村の山村留学の取組や次年度
の募集に関する情報などを取りまとめ，県ホーム
ページ等で紹介しているところであり，今後とも同
制度の充実に向けて支援してまいります。
　また，県としても，子どもたちと地元の方々との
交流を通して，地域の活性化や安心して暮らせる環
境づくりに取り組んでまいりたいと考えておりま
す。

へき地・小規模校教育
の振興

義務教育課

出水市

○子育て支援
　急に子どもを預けなければならなく
なり，その先を探していたとき,企業
や学校が一時的に預かってくれ，いつ
もどおり勤務ができた。こうした取組
を今後も継続してもらえると安心して
働け，日々の生活に不安にならない。

　学校の臨時休業が行われる場合に,やむを得ない事
情等により自宅で過ごすことが困難な子どもの居場
所を確保するため，県教委では，今後とも市町村教
育委員会や関係部局等とも連携しながら，放課後児
童クラブや学校の教室等が利用できるよう努めてま
いります。

保健体育課

子育て支援
課

〃

○福祉施設従事者に対する支援
　福祉施設で新型コロナが発生し，そ
の職員が濃厚接触者のため家庭に帰れ
ない場合，行政によるホテルの手配な
どをお願いしたい。

　高齢者施設等で感染者や濃厚接触者の対応を行う
介護従事者については、医療従事者と同様に帰宅困
難となることが想定されることから、医療従事者向
けの宿泊先を介護従事者も利用できるよう調整し,応
援職員の派遣調整を行う関係団体及び各市町村に情
報提供しております。
　併せて，宿泊費用も助成しておりますので,勤務先
等に御確認ください。

通所介護事業所等サー
ビス継続支援事業

介護保険室

事業名・制度名
令
和
３

令和
４以
降

事業名・制度名

知事とのふれあい対話（北薩地域）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等【保健・福祉】

市町名
区
分

主な発言内容 主な発言内容に対する県の方針等

具体的な施策

今
後
検
討

担当課室

（①子育て支援，②コロナ，③障害者，④介護）

新規

阿久根市

①

②

〃

○子どもたちが外で遊べる環境づくり
　幼児教育において，子どもたちの
「遊び」は非常に重要だが，「子ども
をひとりで，又は子どもだけで遊ばせ
るのが怖い」という保護者が全国的に
も増えており,街中で子どもの声を聞
くことがなくなっている。子どもたち
が外で遊べる環境づくりに取り組み，
「日本で一番，街中で子どもの声が聞
こえる鹿児島県」を目指してほしい。

　県では，かごしま子ども未来プラン２０２０を策
定し，子どもが安心して集い遊べる場の整備や地域
社会全体で子どもを見守る活動等を推進しておりま
す。
　また，各学校では，校区内の安全マップの作成な
どを通じ，児童生徒に対して身の周りの危険箇所等
を認識させるとともに，様々な状況や場面において
危険を予測し，安全に行動できる能力を身に付ける
ための取組を行っているところです。
　引き続き，各学校が家庭や地域のボランティア等
と十分な連携を図りながら，地域と一体となって児
童生徒等の安全確保が図られるよう努めてまいりま
す。
　こうした取組を通じ，全ての子ども家庭が安全か
つ安心して子どもを育てられるよう，社会全体で子
育てを支える意識を高めるとともに，子どもが安全
かつ安心して暮らせる地域社会づくり等に努めてま
いります。

健康増進課
鹿児島県における感染
拡大の警戒基準

　県では，感染状況等を継続的に監視し，その変化
が見られた場合，県民に対して適切に情報提供を行
い，感染拡大への警戒を呼び掛けるとともに，感染
状況等の変化に応じて，外出自粛や休業等の協力要
請を行っているところです。その目安として,「鹿児
島県における感染拡大の警戒基準」を設定し,本県の
感染状況や対策等の見える化を図っているところで
す。
　警戒基準の設定に当たっては，本県独自のものと
して，ステージの判断には，専門家の意見も考慮し
た上で，特に社会的な基盤である医療提供体制を確
保する点を重視して，総合的に判断することとして
おります。
　また，休業要請や往来自粛などの各ステージにお
いて取り組むべき施策については，基本的な感染予
防の徹底，集団感染の早期封じ込めなど，専門家の
意見も踏まえ，総合的に判断することとしておりま
す。
　なお，休業要請や補償に関する情報は，県政広報
テレビ番組や県政かわら版，県ホームページ等を通
じて県民の皆さまに迅速・的確に周知してまいりま
す。

○休業要請・補償
　新型コロナについて，県が休業要請
を行う基準とその補償の程度を教えて
ほしい。
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既存

事業名・制度名
令
和
３

令和
４以
降

事業名・制度名

知事とのふれあい対話（北薩地域）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等【保健・福祉】

市町名
区
分

主な発言内容 主な発言内容に対する県の方針等

具体的な施策

今
後
検
討

担当課室

（①子育て支援，②コロナ，③障害者，④介護）

新規

阿久根市

○ひきこもり支援
　ひきこもり支援が出水地区でも大き
な課題となっている。ひきこもり支援
が制度化されておらず，予算もない。
国と連携して制度化し，安心して相談
ができるような体制を作っていただき
たい。

　ひきこもり支援について，県では，ひきこもりの
相談機関として，県青少年会館内にあるかごしま子
ども・若者総合相談センターに併設して，ひきこも
り地域センターを設置するとともに，県内各地への
巡回相談等も実施するなど，相談しやすい体制づく
りに努めております。併せて,支援者向けの研修会等
を実施し，支援者の資質向上にも努めているところ
です。

生活困窮者自立相談支
援事業（ひきこもり対
策推進事業）

障害福祉課

〃

○精神障害者への支援
　鹿児島県は，精神障害者収容施設な
どでへの社会的入院が多い。地域で受
け入れるため，グループホームやシェ
アハウスを立ち上げる動きもあるが，
予算の関係でなかなか前に進まない。
県で，社会的入院者に対する支援をし
てほしい。

　退院に向けては，障害福祉サービスにおける地域
移行支援の積極的な利用についての啓発を行ってお
ります。
　また，障害福祉施設の整備については，毎年度予
算計上し補助しているところであり，来年度以降
も，法人からの要望に対して，緊急性や必要性等を
考慮し，予算の範囲内で対応してまいります。

精神保健福祉対策事業

障害者総合支援法

障害福祉施設整備事業

〃

長島町

○在宅介護の先端事業導入の特区
　日本全体で介護人材の不足が深刻な
社会問題となっている。介護現場での
１人当たりの生産性を向上させるに
は，ＩＯＴやＡＩなどのテクノロジー
が役立つと思う。こうした先端技術に
よるケアテック特区を,人口１万人規
模とモデルとして適した,ここ長島町
に導入してはどうか。

　特区は，規制緩和や特例を行うもので，ＩＯＴや
ＡＩの活用に当たり，条件を変更する必要性等を検
討した上で，位置付けるものと認識しております。
今後，そのような取組が必要であれば，検討してま
いります。
　なお，介護分野におけるＩＣＴの活用について
は，介護記録・情報共有・報酬請求等の業務の効率
化等を通じて職員の負担軽減を図り，質の高いサー
ビスの提供や人材確保の観点から重要な取組である
と考えております。
　このため，県では，令和２年度に介護サービス事
業所ＩＣＴ導入支援事業を実施し，介護記録から請
求業務まで一元的に管理できる介護ソフトやタブ
レット端末などの導入を支援しているところです。
　また，平成２８年度から入浴支援機器，見守りセ
ンサーなどの導入費用を助成する介護ロボット導入
支援事業を実施しておりますので,御確認ください。

介護サービス事業所Ｉ
ＣＴ導入支援事業

介護ロボット導入支援
事業

介護保険室

企画課

未来の福祉介護担い手
スタートアップ事業

地域ジュニア福祉体験
教室開催事業

介護の日イベント開催
事業

地域との協働による高
等学校教育改革推進事
業

かごしま“職”の魅力
発見プロジェクト

郷土教育の推進

　県では，小中・高校生等と介護事業所の職員との
相互訪問を通じて，福祉・介護の職場に興味をもつ
機会づくりを行っております。
　また，県の介護実習・普及センターの職員が小・
中学校，高校を訪問して，車いす体験や高齢者疑似
体験などを実施することなどにより，高齢者に対す
る理解の促進を図っているところです。
　今年度は，「介護の日」イベントを小・中学校で
開催し，若手介護職員にオンラインで参加していた
だき，鹿児島住みます芸人の仮屋竹洋氏のコーディ
ネートのもと，介護職の魅力等を児童生徒に情報発
信したところです。
　また，県教委においても，生徒の地元への理解を
深めるため，高等学校で市町村や地元の産業界と協
働で行う地域課題の解決に向けた取組（探究的な学
び等）を推進しているところです。
  併せて，地元企業等による出前講座を実施し，高
校生が役場職員や福祉施設関係者，農業従事者など
地元で働く社会人から話を聞く機会を通じて，鹿児
島で働くことや暮らすことの意識の醸成に努めてい
るところです。
　小中学校においても，郷土の産業を学ぶ活動や地
域課題の解決を目指した取組，地域を支える職場に
おけるインターンシップなどの取組を行っていると
ころであり，子どもたちが郷土に誇りを持てるよ
う，引き続き郷土教育の充実を図りたいと考えま
す。

○高齢者施設
　（預けた後は,）入園者との接触が
かなり少なくなったり,身元を引受た
がらなくなったりする。子どもの頃か
ら福祉施設を見学するなど，関心を持
つ機会を作ってほしい。
  また，子どもたちが阿久根の企業や
福祉施設等と関わりを持ち，成長の過
程で地元への理解や興味,関心を育ん
でいくことが，阿久根の活性化につな
がっていくと思う。

〃

③

④

高齢者生き
生き推進課

社会福祉課

高校教育課

義務教育課
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既存

地域との協働による高
等学校教育改革推進事
業

かごしま“職”の魅力
発見プロジェクト

郷土教育の推進

高校教育課

義務教育課

中山間地域等集落活性
化推進事業

地域政策課

どんどんかごしま移住
就業・起業支援事業
（かごしま地域課題解
決型起業支援事業）

商工政策課

〇
起業支援プロジェクト
事業

産業立地課

雇用労政課

ふるさと鹿児島ＵＩ
ターン就活応援事業

〇
かごしま故郷人財確
保・育成プロジェクト

阿久根市

若者のための県内就職
応援事業

女性のための再就職支
援事業

　本県の１月分の有効求人倍率は，１．１１倍と
なっており，全国平均を上回っているところです。
　一方，少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少に加
え，就職に際して若年者の県外流失に歯止めがかか
らず，県内経済の持続的発展と地域の活性化を図る
ためには，大都市圏等からのＵＩターンの促進や県
内の高校，大学等の新規学卒者等の県内就職を促進
する必要があると考えております。
　若年者の県内就職を促進するには，まずは県内企
業をよく知ってもらうことや本県の暮らしやすさを
ＰＲすることが重要であり，高校３年生やその保護
者を対象とした県内企業が参加するＷeb合同企業説
明会や県就職情報WebサイトかごＪｏｂによる県内企
業の魅力の情報発信などを行うとともに，県広報誌
を活用して鹿児島の暮らしやすさ，働きやすさの紹
介などを行っております。
　また，女性の就業率は上昇傾向にはあるものの，
依然として，第一子出産を機に離職する女性が多い
ことから，出産・子育て等により離職し再就職等を
希望する女性に対し，就職活動に必要な知識等の習
得を支援するため，職場体験を取り入れた研修を実
施しております。

○人口減少対策
　人口流出のタイミングは就職。子ど
もが就職先を決めるのに一番影響を与
えるのは母親だと思うが，その多くが
「地元には仕事がない」と言って，地
元以外の企業を勧めている。地元企業
で働く母親を増やし，地元企業への理
解を深めることが，人口減少対策の一
助になるのではないか。また，母親が
働くことで経済的にも余裕が出て，心
の不安が減り，虐待のリスクの軽減や
少子化対策にもつながるのではない
か。

市町名
区
分

主な発言内容 主な発言内容に対する県の方針等
新規

事業名・制度名
令
和
３

令和
４以
降

事業名・制度名

具体的な施策

今
後
検
討

担当課室

知事とのふれあい対話（北薩地域）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等【人材確保・育成】
（①人材確保，②人材育成）

①

　県では，昨年度からかごしま故郷人財確保・育成
プロジェクトを立ち上げ，本県の産業振興を支える
人材確保・育成に取り組んでおります。
　ＵＩターン就職を含む若年者の県内就職の促進に
当たっては，引き続きインターンシップや合同企業
説明会，進学・就職応援フェア及びＷｅｂサイト等
により，県内企業等の魅力発信や情報提供等を行う
ほか，県の広報媒体等を活用し，都会にはない鹿児
島で働き暮らすことの魅力やメリットを県内外に広
く発信していくこととしております。
　加えて，令和３年度から新たに，県内で行われる
インターンシップや採用面接において，県外在住の
学生や卒業後３年以内の求職者に交通費等を支給す
る県内企業等を支援する予定です。
　また，郷土教育の充実については，県教委におい
て，生徒の地元への理解を深めるため，高等学校で
市町村や地元の産業界と協働して行う地域課題の解
決に向けた取組（探究的な学び等）を推進している
ところです。
  併せて，地元企業等による出前講座を実施し，高
校生が役場職員や福祉施設関係者，農業従事者など
地元で働く社会人から話を聞く機会を通じて，鹿児
島で働くことや暮らすことの意識の醸成に努めてい
るところです。
　小中学校においても，郷土の産業を学ぶ活動や地
域課題の解決を目指した取組，地域を支える職場に
おけるインターンシップなどの取組を行っていると
ころであり，子どもたちが郷土に誇りを持てるよ
う，引き続き郷土教育の充実を図ってまいります。

　本県には，豊かな自然，食，歴史や伝統，文化，
祭りなど素晴らしい地域資源があるほか，離島に
は，多様な地域，コミュニティが存在し，各島に特
色のある独特の自然，文化や伝統など多様性の魅力
があります。
　そのため，県では，本県への人の流れをつくるた
め，大都市圏等の方々に本県の魅力を十分知っても
らうことが重要と考えており，ウェブ等により多彩
な情報を発信しているところです。
　また，幅広い世代の方々への起業支援について
は，かごしま地域課題解決型起業支援事業を実施し
ているところです。
　当事業では，地域が抱える課題の解決に資する社
会的事業の起業に対する支援を行うとともに，起業
後の事業継続のための伴走支援（経営支援，スキル
アップ支援等）等を行っております。
　さらに，起業に意欲のある人たちへの知識の習得
等の支援については，令和３年度から新たに起業支
援プロジェクト事業として実施する予定です。
　当事業では，起業希望者に対し，ビジネスの立ち
上げに必要な基礎知識等を学ぶプログラムから，起
業に至るまでのメンタリング（指導・助言）支援等
の実践的なプログラムまで，各段階に合わせた支援
を継続的に実施することとしており，起業に向けた
機運の醸成を図るとともに，起業しやすい環境を整
備することとしております。

○ＵＩターン者への支援
　人口流出については，出ていくこと
はかまわないが，戻ってくる子どもた
ちを増やさなければならない。そのた
めには，子どもが出ていく前に阿久根
市の素晴らしいところや,阿久根には
こういう儲かる職業があるということ
を教え,理解させた上で，都会でもま
れて，色々なことを学んで，戻ってく
ることが大事。戻ってくることを応援
する事業をお願いしたい。

〃

○起業支援
　阿久根市は商店街の衰退や交通面の
不便さから，楽しめる場が少なく，市
外に出る若者が多く,Ｕターン者も少
ない。地元で起業したいと考えている
若者に対する支援や，Ｕターンしやす
い地域づくりについてお願いしたい。

〃

商工政策課
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既存
市町名

区
分

主な発言内容 主な発言内容に対する県の方針等
新規

事業名・制度名
令
和
３

令和
４以
降

事業名・制度名

具体的な施策

今
後
検
討

担当課室

知事とのふれあい対話（北薩地域）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等【人材確保・育成】
（①人材確保，②人材育成）

どんどんかごしま移住
就業・起業支援事業
（かごしま地域課題解
決型起業支援事業）

商工政策課

〇
起業支援プロジェクト
事業

産業立地課

阿久根市

○職業訓練
　有資格者の従業員が高齢化してきて
おり，今後，事業を継続していけるか
不安。卒業後に資格を取得できる学校
の建設又は誘致の支援をお願いした
い。駅前にある大川中の跡地を活用す
れば，地域資源の再活用となり投資の
抑制にもつながる。

　県では，中小企業事業主等が雇用する労働者に行
う労働者に行う職業訓練のうち，一定の基準を満た
すものについて，職業訓練の認定を行い，運営費を
補助することにより，事業主等の行う職業訓練の促
進を図っております。
　このうち，建設業関係では，出水共同高等職業訓
練校，川内技術開発センター，鹿児島高等技術専門
校が職業訓練を実施しておりますが，それぞれ，募
集人員や定員を下回っていると聞いております。
　また，県立の高等技術専門校４校についても，そ
れぞれ定員を下回っているところであり，訓練生の
確保に努めているところです。
　県としては，資格取得が可能な，こうした職業能
力開発校の更なる入校促進に努めてまいります。

認定職業訓練振興事業 雇用労政課

出水市

○人材育成
  小学校の統廃合によって，地元のこ
とが分からない子どもたちが増えてい
る。また、コロナ禍で大学教育が十分
なのか不安。人材育成が今一番必要だ
と思う。

　子どもたちの人材育成においては，郷土の伝統と
文化に対する関心や理解を深め，それを尊重し，継
承，発展させる郷土教育が大事であると考えており
ます。
　このため，県では，社会科や総合的な学習の時間
等の活動を通して，郷土に関する学習を充実させる
とともに，伝統芸能の継承や地域ぐるみによる体験
活動等の事例紹介を通じて，取組の拡大を図りたい
と考えます。

郷土教育の推進 〇 郷土教育推進事業
義務教育課

社会教育課

②

① 出水市

　幅広い世代の方々への起業支援については，かご
しま地域課題解決型起業支援事業を実施していると
ころです。
　当事業では，地域が抱える課題の解決に資する社
会的事業の起業に対する支援を行うとともに，起業
後の事業継続のための伴走支援（経営支援，スキル
アップ支援等）等を行っております。
　また，起業に意欲のある人たちへの知識の習得等
の支援については，令和３年度から新たに起業支援
プロジェクト事業として実施する予定です。
 当事業では，起業希望者に対し，ビジネスの立ち上
げに必要な基礎知識等を学ぶプログラムから，起業
に至るまでのメンタリング（指導・助言）支援等の
実践的なプログラムまで，各段階に合わせた支援を
継続的に実施することとしており，起業に向けた機
運の醸成を図るとともに，起業しやすい環境を整備
することとしております。

○産業振興策
　雇用の受け皿をつくるだけでなく，
鹿児島で起業やチャレンジする幅広い
世代を応援する施策をお願いしたい。
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既存

出水市

○イベントの継続性
　コロナ禍においても，イベントを継
続することは観光にも繋がり，大事な
ことだと考えているがどうか。

　県では、みんなで盛り上げよう！鹿児島イベント
助成事業において，中止したイベントに代わる新た
なイベント等に対して助成を行い，県民のイベント
参加による県内消費の活性化を図ることとしており
ます。

みんなで盛り上げよ
う！鹿児島イベント助
成事業

商店街活性
化推進室

〃

○イベントへの支援
　出水への宿泊を誘導するための竹灯
籠の夜のイベントをコロナ禍でも規模
を縮小して開催した。来年以降も続け
るための県の協力をお願いしたい。

　住民の皆様が地域を盛り上げるために，協力して
イベントを実施されたことに敬意を表します。この
ような地域経済活性化に係る努力は非常に貴重と認
識しており，今後とも継続していただきたいと考え
ております。
　なお，県では，中止したイベントに代わる新たな
イベント等に対して助成を行い，県民のイベント参
加による県内消費の活性化を図るため,みんなで盛り
上げよう！鹿児島イベント助成事業を実施しており
ます。

みんなで盛り上げよ
う！鹿児島イベント助
成事業

〃

〃

○地域活性化
　地域のちょっとした困り事のお手伝
いをしているが，こういう輪が広がれ
ば本当の意味で地域活性化につながる
と思っている。それでも自分たちでは
対応できない大きな案件もあるので，
県の支援をお願いしたい。

　かごしま県民交流センター内にある共生・協働セ
ンターにおいて，共生・協働の地域社会づくりに係
る様々な相談に応じておりますので,御相談くださ
い。

共生・協働センター業
務委託事業

くらし共生
協働課

長島町

○地域おこし協力隊と県との連携
　県の地域政策課が地域おこし協力隊
の窓口になっているが，取り組む活動
に応じて，関係各課と直接つながるこ
とができれば，よりスムーズに活動が
行える。

　本県においても，特産品づくりや地域間交流の促
進，空き家の活用など，幅広い分野において，地域
おこし協力隊と地域住民が連携して取り組んでいる
ところです。
　県では，これまでも，関係団体と連携して，研修
や会議等を行うなど，協力隊の育成や業務に関する
情報共有を行ってきたところです。
　今後とも，隊員活動が円滑に行われるよう，関係
各課と連携をしながら十分なサポートを行ってまい
ります。
　また，必要に応じて，地域おこし協力隊の取組に
対し，関係各課と直接的に連携していけるような関
係性づくりについてもサポートを行ってまいりま
す。

中山間地域等集落活性
化推進事業

地域政策課

令
和
３

令和
４以
降

事業名・制度名

知事とのふれあい対話（北薩地域）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等【地域振興】

市町名
区
分

主な発言内容 主な発言内容に対する県の方針等

具体的な施策

今
後
検
討

担当課室

（①イベント，②その他）

①

②

かごしまの
食ブランド
推進室

畜産課

水産振興課

かごしまＰ
Ｒ課

　かごしまブランドの大将季や紅甘夏，ばれいしょ
など，ブランド産品の更なる販路拡大を図るため，
大消費地でのトップセールスや県ホームページによ
る産地情報の提供など県産農畜産物のＰＲに積極的
に取り組んでおります。
　また，牛肉や豚肉,水産物等の認知度向上や消費拡
大のためのフェアやＰＲイベント等について，県の
ホームページ等で紹介しているところです。
　この他，量販店等で実施しているフェアでのブー
スの設置や首都圏等で実施しているレストランフェ
アへの食材（候補）提供なども御検討ください。
　また，阿久根市で開催するイベントの開催のため
必要となるポスターやのぼり旗等のＰＲ資材の貸し
出しも行っておりますので,御検討ください。

阿久根市

○イベントの支援
　感染症対策を行った上で伊勢えび祭
りを開催したところ，かなり盛況だっ
た。今後、食に関する新たなイベント
なども企画したいと考えており，宣伝
等において県の協力をお願いしたい。

かごしまの「食」販路
拡大推進事業

「魅力発信」畜産物販
路拡大対策事業

新規

事業名・制度名
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既存

阿久根市

○特別支援教育
　高校にも特別支援学級が今後増える
と良い。また，進路に関する情報を中
学校だけでなく小学校でも得られる
と,早い段階から進路の準備ができ
る。

　高等学校に特別支援学級を設置することについて
は，平成２８年５月に政府の教育再生実行会議がそ
の検討を国に提言したところであり，県教委として
は，その検討の推移を見守っているところです。
　なお，小・中学校の特別支援学級における教育や
高等学校における特別支援教育（通級による指導）
の取組などに関する情報については，県教委のホー
ムページで提供しているところであり，引き続き情
報発信に努めてまいりますので,御活用ください。

特別支援教育総合推進
事業

特別支援教
育室

〃

○特別支援教育
　県内では，特別支援教育の需要は高
く，特別支援学級も年々増加してい
る。しかし，社会的には特別支援学級
の認識はまだ低く，特別支援教育の必
要とする子どもたちやその保護者の思
いなどを理解し,支援する相談機関は
十分と言えない。

　特別な支援が必要な子供については，保護者や教
員等の理解を深めることが必要であると考えてお
り，県教委では，特別支援教育に関するリーフレッ
トを作成し，小・中学校等に配布したり，ホーム
ページに掲載したりするなど，啓発に努めておりま
す。
　また，保護者からの相談については，各学校の特
別支援教育コーディネーターが窓口となっているこ
とから，当該コーディネーターの周知に努めている
ほか，福祉や医療などの関係機関と連携・協働した
相談対応が推進されるよう取り組んでいるところで
す。

特別支援教育総合推進
事業

特別支援教
育室

長島町

○ＩＣＴ教育による子どもへの影響
　ＧＩＧＡスクール構想で，今年度中
に小中学校の生徒一人に一台のパソコ
ンが整備されると聞いた。ＩＣＴに
よって全国的に均一な教育が提供され
ると思うが，子どもたちにどのような
影響を与えるのか，また，小中学校の
頃からディスプレイを見続けることで
どのような影響が想定されるのか。

　県教委としては，ＧＩＧＡスクール構想の実現に
より，学校においてこれまで行っていた学習と最先
端のＩＣＴを活用した学習を組み合わせた授業を行
うことで，個別最適な学びを確保し，子どもたちの
資質・能力が一層確実に育成できる教育環境が整っ
ていくものと考えております。
  なお，ディスプレイを見続けることによる児童生
徒への影響については，令和３年度から文部科学省
が近視実態調査を実施し，近視の実態やライフスタ
イルとの関連等を明らかにしていく予定となってお
ります。

(国)ＧＩＧＡスクール
構想事業

(県)かごしま「教育の
情報化」推進事業

学校保健推進事業

〇
「教育の情報化」推進
事業

義務教育課

保健体育課

〃

○ＩＣＴ教育の環境整備
　新型コロナ対策としてオンライン授
業などに活用するタブレット端末等を
整備してほしい。
　また，長島にいながら，著名人と直
接対話できるなど,インターネットを
活用した交流や教育がもっと盛んにな
れば良いと思う。

　市町村立小中学校における学習者用コンピュータ
端末については，長島町を含め，今年度中には概ね
１人１台端末が整備される見込みです。
　県教委においては，教員のＩＣＴ活用指導力向上
のための研修や動画教材の制作，実践事例を紹介す
るポータルサイトの整備などを行い，引き続きオン
ライン学習の推進を図りたいと考えます。
  また，県としても，日本や世界の著名人と直接つ
ながる機会を設けるなど，オンラインを活用した交
流の企画も検討できると良いと考えております。

(国)ＧＩＧＡスクール
構想事業

(県)かごしま「教育の
情報化」推進事業

〇
「教育の情報化」推進
事業

義務教育課

③ 出水市

○野田女子高校
　男女共学に戻していただき，食物科
のほか看護科のような専攻科を設ける
など，魅力ある県立高校に変わって
いってほしい。出水市以外からも学生
が集まり，地域の活性化と定住が期待
できる。

  野田女子高校は，昭和４１年４月に家庭科単学科
の女子校となり，現在は，食物科，生活文化科，衛
生看護科の３学科と衛生看護科の専攻科が設置され
ており，これまで地域の方々の支援や信頼をいただ
きながら，充実した専門教育活動を展開していると
ころです。同校の共学化については，学校や地域の
要望，実情などを総合的に勘案した上で，必要に応
じて検討してまいります。
  同校の衛生看護科の専攻科では看護師の国家試験
受験資格の取得に向けた学びに取り組んでおります
が，食物科では調理師免許，生活文化科では家庭科
技術検定の資格など，卒業段階で就職に必要な専門
的な資格の取得が可能であることから，まずは，専
攻科で学ぶニーズなどについて整理する必要がある
と考えております。

〇 高校教育課

知事とのふれあい対話（北薩地域）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等【教育振興】

市町名
区
分

主な発言内容 主な発言内容に対する県の方針等

具体的な施策

今
後
検
討

担当課室

（①特別支援，②ＩＣＴ，③男女共学）

①

②

新規

事業名・制度名
令
和
３

令和
４以
降

事業名・制度名
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既存

地産地消型再生可能エ
ネルギー導入支援事業
※令和２年度３月補正
予算

エネルギー
政策課

地球環境を守るかごし
ま県民運動推進事業

地球温暖化
対策室

② 〃

○脱炭素に向けた取組
  脱炭素の取組に対して，補助の仕組
みや制度があってもいいのではない
か。

　県では，昨年１１月の県議会において，２０５０
年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにす
ることを目指す旨，表明したところです。県民，事
業者，行政が力を合わせ，一体となって地球温暖化
対策を積極的に推進していまいります。
　２０５０年カーボンニュートラルの実現に向けて
は，庁内関係部局間で連携しながら，直ちにできる
ことは直ちに実践することとしております。
　来年度，新規にＥＶ等の普及に向けた充電インフ
ラ整備や，蓄電池などの自立・分散型エネルギー設
備導入の支援を行うこととしており,今後，重点的に
取り組む施策等についてさらに検討を行ってまいり
ます。

２０５０年鹿児島ゼロ
カーボン推進事業

地産地消型再生可能エ
ネルギー導入支援事業

※令和２年度３月補正
予算

地球温暖化
対策室

エネルギー
政策課

③ 〃

○ラムサール条約
　出水市は，ラムサール条約の登録に
向けて頑張っている。登録されれば県
内で第３の事例となる。県の支援をお
願いしたい。

  登録の国内手続きで必要な地元自治体の意向確認
の際には賛意を示しました。
  また，県では，ツルの生息環境の改善・整備のた
めの事業を実施しているところです。
  さらに，出水市ラムサール条約登録推進協議会等
に県もメンバーとして参画し，登録に向けた検討
や，登録後の適正な利活用などの議論に参加してお
り，今後も引き続き連携して取り組んでまいりま
す。

特定地域鳥獣保護管理
事業

自然保護課

事業名・制度名

知事とのふれあい対話（北薩地域）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等【環境保全】

市町名
区
分

主な発言内容 主な発言内容に対する県の方針等

具体的な施策

今後
検討 担当課室

（①エネルギー政策，②脱炭素，③自然保護）

　洋上風力発電については，再エネ海域利用法（平
成３１年４月施行）に基づき，国が洋上風力発電の
開発を認める海域（いわゆる「促進区域」）の指定
を行った上で，公募により事業者の選定を行うこと
となっております。
　また，促進区域を指定するに当たって国は，都道
府県等から情報収集を行った上で，国・県・市町村
をはじめ，漁業者などの利害関係者，学識経験者等
で構成される協議会における合意形成などを経るこ
ととされています。
　県内では，北薩沖と吹上浜沖の２つの海域におい
て，事業者が洋上風力発電の計画を示しています。
　しかしながら，県内の海域においては，国による
促進区域の指定に向けた具体的な手続きはこれまで
行われていないところです。
　県としては，事業者に対し，環境影響評価などの
手続きを進める上で，関係市町村や地域住民の方々
に十分かつ丁寧な説明を行うよう指導してまいりた
いと考えております。
　また，環境への影響にも十分配慮しつつ，関係市
町村と連携し，漁業者などの利害関係者をはじめ地
域住民の方々の意向も踏まえながら，洋上風力発電
の可能性について，検討を行う必要があると考えて
おります。

○洋上風力発電
　洋上風力発電は，漁業者にとって，
操業区域内の場合もあり，その建設
が，生活にかなり影響を及ぼす。環境
影響を踏まえた県の対応について教え
てほしい。

阿久根市

エネルギー
政策課

環境林務課

再エネ海域利用法

環境影響評価法

新規

事業名・制度名
令
和
３

令和
４以
降

○電源構成
　３０年後に二酸化炭素をゼロにする
には，脱炭素に向けた電源構成をしっ
かりと，考える必要があるが,県の方
針等はどうか。

出水市

　原子力を含めたエネルギー政策は、基本的には国
の責任で行われるものであり，エネルギー基本計画
は，エネルギー政策基本法で少なくとも３年ごとに
検討を加えることとなっており，令和２年１０月１
３日から同計画を見直す議論が行われております。
　県では，本県の多様で豊かな資源を最大限活用
し，風力発電，水力発電，太陽光発電，バイオマス
発電など原子力発電に代わる再生可能エネルギーや
燃料電池の導入促進，省エネルギーの徹底を図って
まいりたいと考えております。
　また，エネルギーの自給率の向上，非常時のエネ
ルギー確保及び雇用創出にる地域活性化方策とし
て，蓄電池を活用した地産地消型再生可能エネル
ギーの導入を積極的に進めてまいります。

①

17



既存

阿久根市

○小中学校等への防災ヘルメット
　北薩地域で２０年程前に震度６強の
地震があった。小・中学校，児童クラ
ブの全児童用に防災ヘルメットを学校
に備えてほしい。

　各学校の防災ヘルメットなどの避難用具等の整備
については，その必要性を踏まえ，各自治体におい
て判断されているところです。県内の学校では，地
震等の災害に関する学習や，災害発生時の避難訓練,
児童生徒による安全マップの作成等を通じて防災教
育を行っているところです。
　県教委としては，今後も関係機関等と連携しなが
ら，学校における防災教育が一層充実するよう努め
てまいります。

保健体育課

子育て支援
課

〃

○県営住宅
　行政無線については，法改正により
令和４年度までに全ての地区でデジタ
ル化しなければならない。区長は，親
機や戸別受信機を設置するための予算
確保に並々ならぬ努力をしている。市
営住宅については，全て市が戸別無線
機を設置するので，入居者の負担は一
切ないが，県営住宅については,県の
助成がないので，一般住宅と同様に負
担金が生じ，市営住宅と県営住宅の入
居者に差がある。大きな予算を伴うと
思うが，県も市と同様に入居者の負担
金がないようにしてほしい。

　防災行政無線（戸別受信機）については，それぞ
れの市町村において地域防災計画に基づいて，整備
することになっております。
　したがいまして，御意見については、県営住宅，
一般住宅に関わらず，阿久根市が主体となって整備
されるものと認識しており，県で整備対象とする予
定はないところです。

住宅政策室

② 出水市

○自治会
　自治会未加入者が増えており，自治
会の運営や地域づくりに支障を来たし
ている。加入者を増やす方策等の検討
や，関係省庁への働き掛けをお願いし
たい。
　また，自治会費を年末調整や確定申
告で必要経費として控除できるように
してほしい。

　地域の活性化を図るためには，できるだけ多くの
住民が地域の活動に参加することが望ましいと考え
ております。
  なお，自治会等への加入促進については，それぞ
れの市町村で取り組まれているところですが，県で
は，県と市町村で構成する会議において，加入促進
の事例の情報共有等を行っております。
　また，自治会等会費の所得控除は国税に係る制度
であり，広範な議論が必要であると認識しておりま
す。

くらし共生
協働課

知事とのふれあい対話（北薩地域）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等【防災・くらし】

市町名
区
分

主な発言内容 主な発言内容に対する県の方針等

具体的な施策

今
後
検
討

担当課室

（①防災，②くらし）

①

新規

事業名・制度名
令
和
３

令和
４以
降

事業名・制度名
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既存

商工政策課

農政課

環境林務課

水産振興課

観光課

産業立地課

知事とのふれあい対話（北薩地域）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等【所得向上】

市町名 主な発言内容 主な発言内容に対する県の方針等

具体的な施策

今
後
検
討

担当課室

出水市

○稼ぐ力
　県職員幹部に「稼ぐ力を引き出す
案を出してほしい」と言っていた
が，案が上がっているのか。各部局
の垣根を越えた案を出すべき。
　具体策が決まった際には，公表し
てほしい。

　地域全体の所得の向上は，地域活性化を図る上で
重要であることから，基幹産業である農林水産業・
観光関連産業において，稼げるよう付加価値を高め
るための対策に取り組んで行く必要があると認識し
ております。
  そのため，農林水産業の振興については，多様な
担い手の確保・育成等を図る「人づくり・地域づく
りの強化」，スマート農林水産業の実装化などによ
る「生産体制の強化」，県産農林水産物の国内外に
おける販路を拡大する「販売力の強化」を３本柱に
様々な取組を推進しているところです。
　今後とも，これらの取組などにより，農林水産業
の「稼ぐ力」を引き出し，農林漁業者の所得向上に
努めてまいります。
　さらに，食品関連産業の振興については，競争力
を高め，持続的に成長できるよう，商品開発や販路
拡大，ものづくりのレベルアップなど事業者のニー
ズに応じた一体的な支援を行っているところです。
　また，観光の振興については，長期滞在の仕組み
の構築や体験メニューの充実などを図り，観光客の
消費単価を高めるとともに，データ分析に基づく需
要に応じた観光商品の開発や効果的な誘客に取り組
むこととしています。
　さらに，地域の多様な関係者が連携し，マーケ
ティングやデータ分析に基づき観光地経営に取り組
む「稼げる観光地域づくり」を推進するための組織
づくりや人材育成等の支援にも取り組むこととして
おります。
　県としては，このような取組を通じて，観光客は
もとより観光消費額の増を図るとともに，地域全体
で，地域資源の発掘・磨き上げや幅広い関係者が連
携した観光地域づくりを進め，鹿児島の観光関連産
業の「稼ぐ力」の向上に努めてまいります。
　加えて，若い人達が地域に定着できるような新し
い産業を創出するため，令和３年度から新たに新産
業創出ネットワーク事業として実施する予定です。
　また，若い人達への起業支援として，令和３年度
から新たに起業支援プロジェクト事業として実施す
る予定です。
　その他，地域経済を牽引する中核企業の取り組み
に対する支援として，令和２年度（３月補正予算計
上）から新たにものづくり産業生産革新支援事業と
して実施する予定です。
　このような取組を縦割りではなく，各部局間で議
論し,連携して,県全体の「稼ぐ力」を推進すること
で,地域格差の是正と県民所得の向上を図り,県民の
皆様の暮らしと雇用を守ってまいります。

〇

就農・就業を目指す人
材育成事業

食品産業の輸出向け
HACCP等対応施設整備事
業

生産性を飛躍的に向上
させるスマート農業推
進事業

かごしまの「食」販路
拡大推進事業

かごしまの農林水産物
輸出促進ビジョン推進
事業

林業担い手確保・育成
総合対策事業

林業・木材産業構造改
革事業

「かごしま木の家」
シェア拡大事業

水産加工業の輸出向け
HACCP等対応施設整備事
業

かごしまのさかな海外
市場拡大事業（～R2)

食品関連産業ﾈｸｽﾄﾁｬﾚﾝ
ｼﾞ支援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業

　　　　　　　など

新規

事業名・制度名
令
和
３

令和
４以
降

事業名・制度名

〇所得格差
　阿久根市は平均所得２３５万円で
県内３９位。これでは，阿久根市で
暮らしていこうという気持ちになら
ない。
　県民の努力ももちろん必要だが，
行政に，既存の産業，農林水産業，
建設業，サービス業など各産業に力
を入れて支援してほしい。

阿久根市

新産業創出ネットワー
ク事業

起業支援プロジェクト
事業

ものづくり産業生産革
新支援事業（令和2年度
3月補正予算）

かごんま漁師育成推進
事業

かごしまのさかな稼ぐ
輸出応援事業（R2.3
補）など

「稼げる」観光地域づ
くり推進事業
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既存

① 阿久根市

○輸送コストの削減
　都市圏に水産物を輸送する際，その
コストがネックになる。県で，大手の
運送業者と連携するなど全体的な輸送
コストを下げる取組はできないか。

　都市部への流通は，トラックや航空便の輸送など
多岐にわたるほか，予算の関係等もあることから，
今後こうした様々な課題等を整理し,県の支援のあり
方（範囲等）について検討してまいります。

水産振興課

② 〃

○おれんじ鉄道の利活用促進
　おれんじ鉄道の各駅の駐車場・空き
地・駅舎などを民間で活用させること
はできないか。おれんじ鉄道の活性
化・ＰＲにつながると思う。民間のア
イデアを募集，あるいは民間との協働
事業など，県のコーディネートで進め
てほしい。

　肥薩おれんじ鉄道の利活用促進については，既存
の利用促進対策事業の活用が考えられます。
　同鉄道と連携しながら，今後,民間活用等について
も検討してまいります。

肥薩おれんじ鉄道利用
促進対策事業

交通政策課

知事とのふれあい対話（北薩地域）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等【輸送・交通】

市町名
区
分

主な発言内容 主な発言内容に対する県の方針等

具体的な施策

今
後
検
討

担当課室

（①輸送，②交通）

新規

事業名・制度名
令
和
３

令和
４以
降

事業名・制度名
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既存

① 出水市

○馬毛島
　馬毛島に米軍基地を建設することに
地元の漁協の一部が反対しているが，
日米地位協定がある以上どうしようも
ないと思う。米軍が駐留したときに鹿
児島の安全・安心をいかに守っていく
のか。

  馬毛島における自衛隊施設の整備等については，
国による住民説明会などにおいて，様々な意見や要
望も出ていることから，国においては十分な説明責
任を果たしていただく必要があると考えておりま
す。
　今後とも，国による説明や地元の意見をお聞きし
た上で，県としての考え方を整理し，対応を検討し
てまいります。

企画課

② 長島町

○ＳＤＧｓの推進
　ＳＤＧｓについて，県としてどのよ
うに取り組んでいくのか，取組への呼
び掛けや情報発信を県が積極的に行っ
てほしい。

　国では,ＳＤＧｓ未来都市など，都市を指定して取
組を進めていく方向を示しております。県として
も，市町村の取組を進めながら，鹿児島を持続的に
発展させていくための個々の政策を進めておりま
す。今後,県民の皆様にも取り組んでいただけるよう
に,目に見える形で,こうしたＳＤＧｓの取組を位置
付けていく必要があると考えております。

〃

知事とのふれあい対話（北薩地域）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等【その他】

市町名
区
分

主な発言内容 主な発言内容に対する県の方針等

具体的な施策

今
後
検
討

担当課室

（①馬毛島，②ＳＤＧｓ）

新規

事業名・制度名
令
和
３

令和
４以
降

事業名・制度名
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既存

阿久根市

○阿久根市の印象
　鹿児島に明るい未来はあるのか。そ
して阿久根にどのような印象を持った
か。

　鹿児島の明るい未来を，県民の皆さまと一緒につ
くっていきたいと考えております。
　阿久根の印象は，牛ノ浜駅周辺の美しい海岸や新
鮮な魚を使った料理など，食べ物が美味しいという
印象があります。現在,コロナ禍でインバウンドは期
待できない状況ですが，阿久根には，地元の農産
物・海産物など素晴らしい素材が様々あります。地
域の皆様が一体となって中心市街地との回遊性を確
保していくことなどを考えていただければ，色々な
取組がこれから期待できると思っております。

－

長島町

○知事の判断基準
　県政を進める上で，あるいは普段の
生活でも構わないが，知事が選択に
迷った際の姿勢や考え方を教えてほし
い。

　県政を進めるための最終判断に当たっては，県民
の皆様はどのように考えるだろうか，常識的に考え
てどうなのか，また，子ども達に対して説明すると
したらどうなのかなどの観点が，判断基準になるも
のと考えております。

－

② 出水市

○地域の活性化
　鹿屋の女子高生が商品を開発してコ
ンビニで売っている様子が先日報道さ
れていたが，県民一人ひとりがそう
いった発想の転換をして鹿児島を盛り
上げていく必要があると思っている。

　地域活性化のためには，地域の人々が本気でその
地域を盛り上げていこうと取り組むことが大事であ
り，そのために行政として支援することが必要だと
思っております。

－

知事とのふれあい対話（北薩地域）における参加者の主な意見及びそれに対する県の対応等【政治姿勢等】

市町名
区
分

主な発言内容 主な発言内容に対する県の方針等

具体的な施策

今
後
検
討

担当課室

（①政治姿勢，②地域活性化）

①

新規

事業名・制度名
令
和
３

令和
４以
降

事業名・制度名
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